
第

回
　

進
む
少
子
高
齢
化
、経
済
に
打
撃

労働力減少による介護の人手不足

　
国
勢
調
査
（
２
０
１
０
年
）

に
よ
る
と
中
国
の
出
生
率
は
１

・

で
、
０
～

歳
ま
で
の
人

口
は
２
億
２
０
０
０
万
人
（
人

口
の

・
６
％
）
で
す
。
ま
た

２
０
１
８
年
、
大
学
に
在
籍
す

る
若
者
（

～

歳
）
の
人
口

は

年
前
と
比
較
す
る
と
半
数

近
く
減
少
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
こ
の
先

年
間
で

～

歳

ま
で
の
女
性
の
人
口
は

・
３

％
減
少
、
出
生
率
が
大
幅
に
上

が
ら
な
い
限
り
、
０
～

歳
ま

で
の
人
口
は

％
を
下
回
る
と

の
推
計
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
統
計
か
ら
中
国
に
お
い
て

少
子
化
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
中
国
は
「
世
界
の

工
場
」
と
称
さ
れ
、
安
価
な
労

働
力
は
中
国
経
済
に
繁
栄
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
近

年
、
年
間
約
３
０
０
万
～
４
０

０
万
人
も
の
労
働
人
口
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
以

降
は
年
間
８
０
０
万
人
減
少

と
、
ま
す
ま
す
そ
の
ス
ピ
ー
ド

が
加
速
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
上
海
の
人
口
は
現
在
、
２
５

０
０
万
人
で
す
が
、
そ
の
半
数

は
上
海
市
の
戸
籍
を
持
た
な
い

「
外
来
人
口
」
（
主
に
地
方
出

身
の
若
者
）
で
す
。
「
外
来
人

口
」
が
い
な
け
れ
ば
、
上
海
は

既
に
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
、

経
済
が
低
迷
し
て
い
る
と
の
見

方
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
北
京
に
お
い
て
も
同

じ
こ
と
で
、
地
域
格
差
が
若
者

の
都
市
部
へ
の
流
出
に
拍
車
を

か
け
て
い
ま
す
。
都
市
部
の
経

済
規
模
は
比
較
的
持
続
可
能
な

も
の
で
す
が
、
問
題
は
内
陸
部

で
す
。
中
小
都
市
や
農
村
地
帯

は
若
者
が
流
出
し
、
高
齢
者
と

「
留
守
児
童
」
（
両
親
が
と
も

に
都
会
へ
出
稼
ぎ
に
行
き
、
祖

父
母
或
い
は
親
戚
と
暮
ら
す
農

村
部
の
児
童
）
だ
け
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
経
済
評
論
家
は

「
こ
の
よ
う
な
地
域
の
経
済
発

展
の
期
待
は
で
き
ず
、
衰
退
へ

の
道
を
辿
る
一
方
で
あ
る
。
ま

た
都
市
部
に
お
い
て
も
人
口
や

労
働
力
の
減
少
に
伴
う
内
需
縮

小
に
よ
り
経
済
に
大
き
な
打
撃

を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と

指
摘
し
ま
す
。

　
一
方
、
高
齢
化
は
急
速
に
進

み
、

歳
以
上
の
人
口
は
現
時

点
の
２
億
２
５
０
０
万
人
か
ら

２
０
３
０
年
に
は
４
億
人
へ
と

増
え
、
総
人
口
の

％
を
占
め

る
見
込
み
で
す
。
１
９
７
８
年

か
ら
「
一
人
っ
子
」
政
策
が
始

ま
り
、
今
年
で

年
が
経
ち
ま

し
た
。
当
時
生
ま
れ
た
子
供
は

も
う
親
世
代
で
す
。
政
府
は
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
よ
う

と
、
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
一
人

っ
子
の
場
合
は
、
第
２
子
の
出

産
を
認
め
る
緩
和
政
策
を
２
０

１
３
年
に
打
ち
出
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
経
済
が
発
展
し
て
い

る
都
会
ほ
ど
、
第
二
子
を
産
み

た
く
な
い
と
思
う
市
民
が
多

く
、
こ
の
緩
和
政
策
は
人
口
増

加
に
は
大
き
な
影
響
力
が
な
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
現
役
労
働
力
の
減
少
は
、
高

齢
者
福
祉
に
限
っ
た
話
だ
け
で

は
な
く
、
製
造
業
や
外
食
産
業

に
お
い
て
も
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
以
前
か
ら
お
伝
え
し
て

い
ま
す
が
、
介
護
現
場
で
は
人

手
不
足
が
深
刻
な
問
題
で
す
。

　
上
海
市
民
政
局
に
よ
る
と
、

現
在
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
平
均
年

齢
は

歳
で
ほ
と
ん
ど
が
地
方

か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
と
要
介
護
高
齢
者
の

比
例
は
１

４
～
５
。
あ
る
上

海
の
施
設
で
は
、
最
年
少
の
ス

タ
ッ
フ
が

歳
。
毎
日
１
人
で

６
人
の
入
居
者
を
見
て
い
ま

す
。
こ
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
は

「
自
分
が
若
い
か
ら
多
め
に
働

か
な
い
と
い
け
な
い
」
と
言
い

ま
す
。
同
施
設
の
施
設
長
は
、

「
人
手
不
足
が
理
由
で
こ
こ
１

～
２
年
、
ス
タ
ッ
フ
に
負
担
を

か
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。
地
域

の
施
設
長
会
議
で
は
、
ほ
か
の

施
設
で
も
同
じ
悩
み
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
人
材
を

募
集
し
て
も
若
者
が
全
然
こ
な

い
」
と
嘆
き
ま
す
。

　
介
護
と
い
う
仕
事
は
「
社
会

地
位
が
低
い
、
労
働
時
間
が
長

い
、
仕
事
が
き
つ
い
、
給
料
が

低
い
、
リ
ス
ク
が
高
い
」
こ
と

が
人
手
不
足
の
原
因
で
あ
る
と

し
ば
し
ば
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
労
働
人
口
の
減
少
も
、
今

後
ま
す
ま
す
業
界
の
人
材
確
保

を
困
難
に
さ
せ
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
「
果
た
し
て
私
が
老

い
た
時
に
、
介
護
し
て
く
れ
る

ス
タ
ッ
フ
は
い
る
の
だ
ろ
う

か
」
と
施
設
長
が
憂
欝
そ
う
に

呟
い
て
い
ま
し
た
。


